
自
律
的
作
業
集
団
の
作
用

　
－
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
の
所
論
を
中
心
と
し
て
1

村
　
　
田
　
　
和

彦

（17）　自律的作業集団の作用

　
　
　
一
　
序

　
わ
れ
わ
れ
は
、
企
業
に
よ
る
「
労
働
の
人
間
化
」
（
｝
目
昌
彗
“

箒
昌
轟
忌
・
苧
げ
艮
）
の
努
カ
の
基
本
的
性
格
を
解
明
す
る
こ

と
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
「
労
働
の

人
間
化
」
の
具
体
的
施
策
の
う
ち
で
最
も
申
心
的
な
も
の
と
み
な

さ
れ
う
る
「
自
律
的
作
業
集
団
」
（
彗
汁
昌
O
目
①
ξ
げ
筆
晶
；
電
O
）

に
焦
点
を
あ
て
て
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
の
企
業
へ
の
導
入
が
、

企
業
と
労
働
者
の
双
方
に
対
し
て
現
実
に
及
ぼ
し
て
い
る
「
作

用
」
（
＞
自
署
三
皇
轟
彗
）
の
面
か
ら
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

基
本
的
性
格
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
そ
の
場
合
に
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
関
心
の
あ
る
問
題
は
、
つ

ぎ
の
三
つ
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
「
白
律
的
作
業
集
団
」
を
企

業
が
自
発
的
に
導
入
す
る
場
合
に
は
、
企
業
が
「
自
律
的
作
業
集

団
」
を
通
じ
て
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
目
的
が
必
ず
存
在
し
て

い
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
う
し
た
目
的
の
達
成

に
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
は
、
は
た
し
て
ど
の
程
度
に
実
際
に

貢
献
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
魑
で
あ
る
。
第
二
は
、
「
自
偉

的
作
業
集
団
」
は
、
労
働
者
の
遂
行
す
る
労
働
の
人
間
化
に
、
は

た
し
て
ど
の
程
度
に
実
際
に
寄
与
し
て
い
る
の
か
と
い
う
間
題
で

あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
「
労
働
の
人
間
化
」
の
理
論
的
基
礎
を

な
す
も
の
の
一
つ
に
「
社
会
・
技
術
体
系
論
」
（
、
旨
8
ま
o
轟

眈
o
、
一
〇
．
箒
争
邑
㎝
争
竃
身
㎝
箒
昌
蜆
）
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
「
自
律

的
作
業
集
団
」
の
実
践
は
、
こ
う
し
た
理
論
的
基
礎
と
は
た
し
て
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ど
の
程
度
に
合
致
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
西
ド
イ
ツ
企
業
に
対
象
を
隈
定
す
る
と
と
も
に
、

西
ド
イ
ツ
企
業
に
よ
っ
て
現
実
に
導
入
さ
れ
て
い
る
「
自
偉
的
作

業
集
団
」
が
企
業
と
労
働
者
の
双
方
に
与
え
て
い
る
作
用
に
関
す

る
分
析
を
試
み
て
い
る
も
の
に
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
（
勺
、
句
、
一
。
｛
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

冒
竃
目
）
と
シ
ェ
マ
ー
ル
（
声
ω
9
旨
筈
－
）
の
所
論
が
あ
る
。
そ

こ
で
本
稿
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
た
三
つ
の
間
題
を
、
「
自
律
的

作
業
集
団
」
の
作
用
に
関
す
る
彼
ら
の
分
析
を
手
が
か
り
と
し
て

解
明
す
谷
こ
と
を
通
じ
て
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
の
基
本
的
性

格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
（
1
）
　
わ
れ
わ
れ
は
、
企
業
が
「
自
律
的
作
業
集
団
」
を
導
入
し
な
け

　
　
れ
ぱ
な
ら
な
い
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
考
察
し
た
。
こ
れ
に

　
　
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
を
参
照
の
こ
と
。

　
　
　
村
田
和
彦
、
自
律
的
作
業
集
団
の
企
業
的
必
要
性
ー
フ
リ
ー
ド

　
　
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
の
所
論
を
中
心
と
し
て
L
　
一
橋
識
叢
、
第

　
　
八
十
七
巻
、
第
三
号
、
昭
和
五
七
年
三
月
。

　
（
2
）
雰
冨
ヨ
＆
暮
…
昌
ρ
昏
津
ω
9
…
；
寄
葦
・
昌
．

　
　
ω
討
；
旨
α
q
ρ
昌
o
｝
｝
自
旨
閏
ま
色
o
昌
■
o
官
～
s
o
－
p
民
o
a
旨
o
月
自
自
帥
彗
自
自
ρ

　
　
＞
富
毛
オ
匠
旨
篭
■
　
o
實
　
目
旨
｛
o
｝
；
目
o
o
　
く
o
目
　
＝
ざ
自
印
算
o
目
o
昌
彗

　
　
◎
昌
電
竃
＝
自
目
富
『
幕
8
邑
雪
胃
里
昌
o
雰
｝
臣
冨
冒
匝
百
ま
・
o
毒
－

　
　
－
旨
吋
曽
巨
o
目
o
①
H
σ
g
『
o
旨
w
昌
里
一
＞
『
げ
色
誌
－
員
腎
富
一
肉
α
－
自
一
〇
“
〇
一

一
一
　
企
業
に
対
す
る
自
律
的
作
業
集
団
の
作
用

　
「
自
偉
的
作
業
集
団
」
を
企
業
が
導
入
す
る
目
的
の
う
ち
で
と

く
に
重
要
性
を
も
つ
も
の
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ニ
マ
ー
ル
に

よ
れ
ぱ
、
つ
ぎ
の
二
つ
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
「
不
断
に
変
化

す
る
市
場
の
要
請
に
対
す
る
生
産
過
程
の
技
術
的
お
よ
び
組
織
的

構
造
の
弾
ヵ
化
」
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
、
「
非
人
間
的
労
働
条

件
に
対
す
る
労
働
者
の
反
応
か
ら
発
生
す
る
『
階
級
闘
争
費
用
』

の
低
減
」
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
節
に
お
い
て
は
、
「
生
産
の
弾

力
化
」
（
雪
賢
｝
一
邑
邑
實
冒
O
q
監
H
津
O
旨
ζ
一
昌
）
と
「
経
営
内
の

支
配
関
係
の
安
定
化
」
（
ω
＄
巨
邑
Φ
；
暴
ま
H
一
昌
胃
冨
ま
き
■
．

9
竃
曽
竃
易
o
罫
津
竃
胃
毒
一
旨
雲
o
）
と
い
う
二
つ
の
目
的
に
限
定

し
て
、
企
業
に
対
す
る
「
自
律
的
作
業
集
団
」
の
作
用
に
関
す
る

フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
の
分
析
結
果
を
取
り
上
げ
る
こ
と

と
す
る
。

　
（
一
）
　
生
産
の
弾
カ
化
と
自
偉
的
作
業
集
団

　
生
産
の
弾
カ
化
と
い
う
目
的
の
達
成
に
対
す
る
自
律
的
作
業
集

団
の
貢
献
の
度
合
い
を
分
析
す
る
た
め
に
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ

ュ
マ
ー
ル
が
具
体
的
に
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
ω
販
売
市
場
の
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（19）　自律的作業集団の作用

．
変
動
に
対
す
る
企
業
の
適
応
能
カ
、
ω
労
働
市
場
の
変
動
に
対
す

る
企
業
の
適
応
能
カ
、
倒
労
働
者
に
対
す
る
企
業
の
依
存
の
程
度
、

お
よ
び
ω
企
業
に
よ
る
労
働
カ
の
活
用
情
況
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
第
一
の
販
売
市
場
の
変
動
に
対
す
る
企
業
の
適
応
能

力
に
関
し
て
は
、
彼
ら
は
、
生
産
量
の
点
に
お
い
て
も
製
品
の
質

の
点
に
お
い
て
も
き
め
の
紬
か
い
、
か
つ
迅
遠
な
対
応
を
市
場
に

対
し
て
企
業
が
行
う
こ
と
を
「
自
律
的
作
業
集
団
」
は
容
易
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

て
い
る
、
と
す
る
結
論
を
下
し
て
い
る
。

　
第
二
の
労
働
市
場
の
変
動
に
対
す
る
企
業
の
適
応
能
カ
に
関
し

て
は
、
企
業
の
「
労
働
市
場
に
対
す
る
自
偉
性
」
（
＞
ま
O
昌
昌
一
①

O
q
O
O
q
彗
亭
雪
ま
冒
ξ
9
豪
昌
胃
犀
）
を
「
自
偉
的
作
業
集
団
」

が
高
め
る
作
用
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
彼
ら
は
指
摘
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
彼
ら
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
は
、

一
方
に
お
い
て
、
作
業
環
境
の
改
善
、
集
団
作
業
に
よ
る
人
間
相

互
の
間
の
関
係
の
促
進
、
お
よ
び
労
働
内
容
の
拡
大
を
通
じ
て
職

場
を
労
働
者
に
と
っ
て
よ
り
魅
力
あ
る
も
の
に
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
労
働
カ
の
調
達
」
（
霊
冨
O
墨
亭
窃
争
監
昌
O
q
）
を
容
易
に
す

る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
、
自
偉
的
作
業
集
団
に
お
け
る
労

働
者
の
「
特
殊
経
営
的
能
カ
育
成
」
（
σ
9
ま
募
岩
O
・
3
竃
ぎ
O
目
P
－

；
・
一
實
昌
胴
）
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
経
営
内
補
充
（
一
昌
胃
ま
巨
9
－

一
ざ
ぎ
射
o
－
・
；
ま
；
轟
）
を
そ
の
特
徴
と
す
る
「
経
営
的
都
分
労

働
市
場
の
成
立
も
し
く
は
強
化
」
（
向
鼻
黒
豊
冒
O
q
9
≠
く
彗
h
①
ω
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

吐
O
q
昌
㎝
σ
9
ま
巨
O
ぎ
H
H
①
豪
ま
9
誌
冒
苧
－
・
ざ
）
に
寄
与
す
る
。

こ
の
点
に
関
し
て
彼
ら
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
半
自

偉
的
作
業
集
団
は
、
全
体
労
働
市
場
に
対
す
る
自
律
性
と
い
う
経

営
戦
略
を
支
え
、
経
営
内
的
労
働
市
場
の
育
成
を
介
し
て
そ
の
影

響
不
能
な
要
因
を
、
経
営
的
に
操
作
可
能
な
要
素
に
変
形
す
る
。

し
か
も
そ
の
場
合
に
、
経
営
に
対
す
る
労
働
者
の
依
存
の
度
合
は

強
ま
り
、
し
か
も
同
時
に
従
業
者
の
能
カ
育
成
の
た
め
の
経
営
の

支
出
と
従
業
者
に
対
す
る
経
営
の
依
存
の
度
合
は
減
少
す
る
。
」

　
　
＾
3
）

（
ω
．
H
暑
）

　
第
三
に
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
は
、
労
働
者
に
対
す

る
企
業
の
依
存
の
程
度
に
「
自
偉
的
作
業
集
団
」
が
及
ぽ
し
て
い

る
作
用
を
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
際
、
彼
ら
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
認

識
を
分
析
の
基
礎
に
お
い
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
企
業
は
、
一
方

に
お
い
て
労
働
者
一
般
か
ら
出
来
る
か
ぎ
り
独
立
性
を
確
保
す
る

こ
と
に
努
め
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
特
定
の
労
働
者
の
善

行
（
老
o
；
ぎ
｝
葦
g
）
や
労
働
意
欲
（
■
o
季
旨
。
目
3
宰
①
豪
o
－
旨
5

に
「
生
産
の
連
続
性
」
（
宍
9
弐
…
箒
票
ま
『
串
O
ま
－
【
戌
昌
）
が

依
存
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
努
め
る
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
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る
。
さ
て
彼
ら
の
分
析
に
よ
れ
ぱ
、
「
自
偉
的
作
業
築
団
」
に
お

い
て
は
、
弾
力
的
作
業
体
系
（
白
異
曇
o
苧
一
〕
⑭
ま
叩
苫
雷
∋
o
）
の
導

入
、
労
働
者
の
多
能
工
化
、
お
よ
び
労
働
者
へ
の
職
務
の
重
複
的

割
当
を
通
し
て
「
労
働
力
の
弾
カ
性
」
（
雰
易
o
冨
；
異
…
享
叫
一
）

が
高
ま
り
、
こ
の
こ
と
が
、
「
分
業
の
精
織
化
と
労
働
者
の
永
続

的
無
資
楕
化
」
（
昌
O
く
實
室
畠
H
冒
O
q
宗
H
＞
H
げ
筆
9
邑
昌
O
q
；
O

き
。
篶
昌
彗
雪
誌
］
）
2
量
一
肇
芽
昌
口
・
ま
・
ξ
げ
撃
芽
肇
ε

と
い
う
従
来
の
方
法
に
代
っ
て
、
「
労
働
者
一
般
に
対
す
る
経
営

の
依
存
の
減
少
」
（
2
0
く
實
ユ
晶
胃
冒
0
q
α
胃
≧
〕
毒
轟
拭
ぎ
津

創
鶉
団
g
ユ
o
げ
鶉
く
o
り
α
o
目
＞
ユ
U
o
岸
m
岸
H
簑
詩
目
巴
一
〇
q
o
目
9
自
）
に
土
貝

献
し
て
い
る
。
他
方
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
に
お
い
て
展
開
さ
れ

る
「
行
動
お
よ
ぴ
決
定
の
自
由
な
範
囲
の
拡
大
」
（
卑
葦
ま
H
昌
・
目

ρ
胃
｝
葭
自
2
目
目
窃
－
自
目
μ
目
自
沫
o
｝
①
己
目
日
σ
目
ω
m
甘
Φ
－
詩
自
昌
①
）
は
、

特
定
の
専
門
家
や
管
理
者
に
企
業
が
依
存
し
な
く
て
す
む
事
態
を

　
　
　
　
　
＾
4
）

生
ぜ
し
め
て
い
る
。

　
第
四
の
労
働
力
の
活
用
の
度
合
に
対
す
る
「
自
偉
的
作
業
集

団
」
の
作
用
に
関
し
て
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
は
つ

ぎ
の
よ
う
な
結
論
に
到
達
し
て
い
る
。
「
半
自
偉
的
作
業
集
団
は
、

作
業
合
理
化
的
施
策
（
胃
σ
①
ま
轟
ま
O
冨
一
邑
雪
O
邑
O
；
篭
冨
7

冒
雷
）
を
介
し
て
現
存
す
る
生
産
能
カ
（
3
㎜
く
o
｝
竃
宗
景
津
c
－

旨
一
・
弍
昌
者
g
竃
庄
巴
）
を
完
全
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
経
営
戦
賂

を
促
進
し
て
い
る
。
L
（
ω
・
H
S
）
な
ぜ
な
ら
、
「
自
律
的
作
業
集

団
」
に
よ
っ
て
、
①
労
働
カ
の
投
入
の
改
善
（
く
胃
げ
塞
竃
H
…
O
q

○
鶉
霊
易
o
冨
室
寡
算
・
鶉
）
、
②
労
働
者
の
能
カ
と
知
識
の
活
用

（
＞
冒
彗
鼻
昌
轟
ま
『
司
叫
巨
胴
ぺ
o
岸
竃
自
目
o
H
（
竃
自
旨
募
①
ま
ω
＞
H
－

げ
①
ま
冨
）
、
お
よ
び
③
「
労
働
生
産
性
の
増
大
と
労
働
強
化
」
（
2
0

望
①
雷
昌
温
ま
・
ξ
麸
雰
勺
昌
旨
一
・
芽
毒
片
昌
O
ま
H
呉
彗
蜆
至
O
－

H
昌
。
q
ま
H
ξ
g
5
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
合

に
、
労
働
カ
の
投
入
が
改
善
を
み
る
と
さ
れ
る
の
は
、
「
職
場
の

自
由
な
選
択
」
に
よ
っ
て
個
々
の
労
働
者
の
個
人
的
作
業
能
カ
や

主
観
的
欲
求
に
即
応
し
た
労
働
者
の
配
置
が
可
能
と
な
る
か
ら
で

あ
り
、
ま
た
「
職
務
交
代
、
そ
の
リ
ズ
ム
、
お
よ
ぴ
作
業
速
度
の

決
定
」
や
「
個
々
の
労
働
者
間
の
作
業
内
容
の
自
由
な
調
整
」

を
通
じ
て
、
個
々
の
労
働
者
が
自
己
の
個
人
的
「
能
率
曲
線
」

（
5
卑
冒
o
q
浄
昌
く
Φ
）
に
即
応
し
た
作
業
を
遂
行
し
う
る
か
ら
で

あ
る
。
さ
ら
に
「
自
律
的
作
業
集
団
」
に
お
い
て
は
、
集
団
構
成

員
に
対
し
て
、
集
団
作
業
の
能
率
的
達
成
と
い
う
見
地
か
ら
集
団

自
体
に
よ
る
規
制
作
用
や
統
合
作
用
が
生
ず
る
こ
と
も
、
全
体
と

し
て
の
労
働
カ
の
投
入
の
改
善
に
寄
与
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
労
働
者
の
能
カ
と
知
識
の
括
田
川
は
、
提
案
制
度
、
作
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（21）　自律的作業集団の作用

業
終
了
後
に
集
団
代
表
と
管
理
者
と
の
間
で
定
期
的
に
開
催
さ
れ

る
会
合
に
お
け
る
経
験
の
交
換
、
お
よ
ぴ
企
業
業
繍
の
改
善
に
寄

与
す
る
よ
う
な
労
働
者
の
知
識
は
、
こ
れ
を
賃
金
に
何
ら
か
の
形

で
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
に
経
営
者
側
に
引
渡
さ
せ
ん
と
す
る

各
種
の
方
法
の
導
入
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し

て
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
の
見
解
を
示
す
な
ら
ぱ
、
つ

ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
「
半
自
律
的
作
業
集
団
で
も
っ
て
、
と
く

に
労
働
者
に
対
し
て
生
産
制
隈
の
可
能
性
を
遮
断
す
る
目
的
の
も

と
に
、
労
働
者
の
認
識
や
生
産
過
程
に
関
す
る
知
識
を
経
営
者
側

に
譲
渡
さ
せ
よ
う
と
す
る
経
営
の
戦
略
は
、
さ
ら
に
精
織
な
も
の

に
さ
れ
る
。
…
－
半
自
律
的
作
業
集
団
に
よ
っ
て
、
か
つ
て
は
一

部
は
も
っ
ぱ
ら
労
働
者
の
所
有
に
属
し
て
お
り
、
彼
ら
の
カ
の
主

要
都
分
を
基
礎
づ
け
て
い
た
広
範
な
知
識
が
経
営
者
側
に
譲
渡
さ

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
経
営
内
の
カ
関
係
が
、
一
層
労
働
者
に

不
利
な
形
で
推
移
す
る
危
険
が
発
生
す
る
。
」
（
ω
・
H
s
）
さ
て

「
自
律
的
作
業
集
団
」
の
導
入
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー

ル
に
よ
れ
ぱ
相
当
の
生
産
性
の
上
昇
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
が
、

そ
の
主
た
る
原
因
は
、
ω
取
替
も
し
く
は
搬
送
と
い
っ
た
非
生
産

的
な
付
随
時
間
の
削
除
、
ω
現
存
す
る
機
械
の
利
用
情
況
の
改
善
、

お
よ
び
倒
作
業
拍
節
の
不
均
等
に
よ
る
時
間
の
浪
費
の
縮
小
に
も

と
め
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
、
作
業
内
容
の
密
度
を
高
め
る

こ
と
（
く
雪
2
o
算
冒
α
目
ま
『
＞
｝
9
ヰ
9
目
ぎ
宝
匪
）
を
通
じ
て
「
労

　
　
　
　
　
　
　
＾
占
）

働
強
化
」
を
も
た
ら
す
。

　
（
二
）
　
支
配
の
安
定
化
と
自
律
的
作
業
集
団

　
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
の
分
析
に
よ
れ
ぱ
、
自
律
的
作

業
集
団
L
は
経
営
の
支
配
構
造
を
安
定
化
さ
せ
る
作
用
を
も
っ
て

い
る
。
こ
う
し
た
作
用
を
生
ぜ
し
め
る
要
因
と
し
て
彼
ら
に
よ
っ

て
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
一
に
、
労
働
者
の
労
働
内
容
の
拡

大
、
お
よ
び
そ
れ
と
結
び
つ
い
て
い
る
労
働
者
の
行
動
範
囲
な
い

し
決
定
範
囲
の
拡
大
が
、
そ
の
直
接
的
作
用
と
し
て
、
「
経
営
の

階
層
組
織
の
見
か
け
上
の
低
層
化
」
（
五
篶
㎜
亭
①
ぎ
臣
冨
＜
雪
霊
－

g
冒
o
q
ま
H
田
o
ま
き
蜆
～
雪
印
；
巨
o
）
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。

第
二
は
、
労
働
者
の
労
働
内
容
の
拡
大
が
、
労
働
者
の
労
働
に
対

す
る
満
足
を
高
め
る
と
同
時
に
、
経
営
気
風
の
改
善
を
介
し
て
、

経
営
に
対
す
る
労
働
者
の
統
合
も
し
く
は
一
体
化
を
強
め
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
経
営
の
階
層
組
織
の
安
定
化
に
寄
与
す
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
「
集
団
代
表
に
よ
る
規
偉
機
能

な
い
し
支
配
機
能
の
引
受
け
」
（
昌
O
0
9
；
等
昌
O
く
O
目
冒
竃
－
－

嘗
乏
雪
冒
o
・
㎝
－
冒
o
串
胃
畠
o
ぎ
豪
～
胃
ζ
－
昌
冒
ρ
冒
争
ρ
竃
9
ξ
－
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渇
畠
唱
8
ぎ
・
）
が
、
経
営
の
支
配
関
係
を
隠
蔽
す
る
作
用
を
も
っ

　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
が
、
生
産
の
弾
カ
化
と
経
営
的
支
配
関
係
に
対
す
る
「
自

律
的
作
業
集
団
」
の
作
用
と
し
て
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー

ル
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
事
項
で
あ
る
。
な
お
彼
ら
は
「
自

律
的
作
業
集
団
」
の
経
済
性
（
峯
享
8
ぎ
匡
一
〇
寿
ま
）
の
問
題
を

も
取
り
上
げ
、
こ
れ
に
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
な
見
解
を
表
明
し
て

い
る
。
「
自
律
的
作
業
集
団
」
の
導
入
の
た
め
に
は
、
一
方
で
工

具
、
施
設
、
お
よ
ぴ
作
業
空
間
の
改
善
の
た
め
に
何
ら
か
の
投

資
費
用
（
H
毫
塁
葦
一
昌
津
O
県
彗
）
が
必
要
と
な
喝
と
と
も
に
、

他
方
で
有
資
格
者
の
雇
用
や
労
働
者
の
訓
練
の
た
め
の
人
件
費

（
宗
冨
o
量
目
a
蓋
目
）
が
必
要
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
経
営

者
と
作
業
集
団
と
の
間
の
体
系
的
意
志
疏
通
や
「
自
律
的
作
業
集

団
」
の
運
営
お
よ
び
評
価
の
基
礎
と
な
る
資
料
作
成
の
た
め
に
時

間
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
企
業
に
と
っ
て
の
不
利
益
は
、
　
。
し

か
し
な
が
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
諸
種
の
「
費
用
の
削
減
」
（
宍
O
ω
－

富
島
彗
パ
旨
o
q
）
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
な
お
あ
ま
り
が
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
ω
募
集
費
、
訓
練
費
、
お
よ
び
労
働
者
の
欠
勤
に
と
も

な
う
諸
種
の
費
用
の
削
減
、
ω
作
業
集
団
も
し
く
は
作
業
者
の
作

業
の
中
に
製
品
の
品
質
検
査
活
動
が
注
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
不

良
品
の
迅
速
な
発
見
と
そ
の
是
正
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
っ

て
、
不
良
品
に
付
随
す
る
諸
種
の
費
用
の
削
減
、
倒
製
品
の
転
換

に
と
も
な
う
撹
乱
が
未
然
に
防
止
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
う
諸
種

の
費
用
の
節
約
、
ω
生
産
能
カ
の
過
少
利
用
お
よ
び
過
度
利
用
に

と
も
な
う
費
用
の
回
避
、
㈲
搬
送
費
の
節
約
、
㈹
作
業
集
団
自
体

に
よ
る
労
働
者
の
相
互
訓
練
に
よ
る
訓
練
費
の
節
約
、
お
よ
ぴ
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ア
）

在
庫
の
減
少
に
と
も
な
う
在
庫
費
の
削
減
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ

で
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
は
、
企
業
に
対
す
る
「
自
律
的

作
業
集
団
」
の
作
用
に
関
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
総
括
を
行
っ
て
い

る
。
「
半
自
律
的
作
業
集
団
は
、
現
行
の
経
営
戦
略
を
支
持
し
補

完
す
る
も
の
で
あ
り
、
少
く
と
も
そ
れ
に
相
反
す
る
も
の
で
は
な

い
。
そ
れ
を
越
え
て
、
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
実
践
さ
れ
た
戦
略
の

欠
陥
と
そ
こ
か
ら
生
じ
た
諸
問
題
を
、
経
営
の
見
地
に
お
い
て
克

服
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
－
：
・
半
白
律
的
作
業
集
団
は
、
経
営
に

対
し
て
つ
ぎ
の
二
つ
の
重
要
な
機
能
を
遂
行
し
う
る
。
す
な
わ
ち
、

そ
れ
は
、
一
方
に
お
い
て
利
殖
情
況
（
く
實
蓋
ユ
昌
o
目
邑
巨
き
o
自
）

を
改
善
す
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お
い
て
同
時
に
、
経
営
内
の
支

配
関
係
の
安
定
化
に
寄
与
す
る
。
」
（
ω
・
H
ミ
）

　
（
1
）
　
＜
阻
．
弔
－
弓
ユ
o
o
目
顯
目
目
自
目
μ
宍
・
ω
o
－
昌
酉
ブ
ト
饅
P
〇
二
ω
ω
・

3泌
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（23）　自律的作業菓団の作用

　
－
o
o
I
－
o
｝
一

（
2
）
く
o
司
F
句
－
串
一
＆
昌
竃
目
…
o
宍
ω
｝
昌
筈
ポ
芭
－
芦
○
1
｝
ω
一

　
H
o
①
－
H
o
ド

（
3
）
　
以
下
、
本
文
申
の
括
弧
の
卒
の
ア
ラ
ピ
ア
数
字
は
、
フ
リ
ー
ド

　
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
の
前
掲
薔
か
ら
の
引
用
箇
所
の
貢
数
を
示
す
も

　
の
で
あ
る
。

（
4
）
＜
o
q
一
．
｝
．

　
H
o
N
－
］
．
o
〇
一

（
5
）
　
く
笹
．
勺
一

　
－
o
o
1
－
－
蜆
一

（
6
）
く
。
・
－
．
勺
．

　
－
一
餉
1
H
－
、

（
7
）
　
＜
o
盲
－
．
句
．

　
一
～
～
1
－
N
N
一

句
ユ
o
o
目
－
顯
目
■
自
目
o

『
ユ
o
旦
胃
一
ρ
自
目
自
コ
邑

句
ユ
o
o
『
目
印
目
■
自
■
旦

『
ユ
o
o
冒
顯
目
自
自
曽
o

宍
一
ω
O
－
昌
目
＝
－

宍
．
o
o
o
｝
員
曇
げ
一

■
一
ω
o
げ
－
自
顯
チ
ー

－
｛
一
ω
g
－
胃
曇
プ
ー

芭
■
p
■

凹
一
　
嘗
‘

葭
－
寧
．

嘗
．
與
．

三
　
労
働
者
に
対
す
る
自
律
的
作
業
集
団
の
作
用

O
．

○
．

〇
一0

1
ω
ω
．

ω
o
o
．

ω
ω
1

ω
u
o
．

　
労
働
者
に
対
す
る
「
自
律
的
作
業
集
団
」
の
作
用
に
関
す
る
フ

リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
の
分
析
の
基
礎
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の

理
解
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
「
労
働
の
人
間
化
」
に

対
す
る
労
働
組
合
の
要
求
が
、
経
営
に
お
け
る
生
産
過
程
か
ら
労

働
者
に
生
じ
て
い
る
つ
ぎ
の
四
種
の
非
人
間
的
労
働
情
況
、
す
な

わ
ち
…
「
作
業
負
担
の
増
大
」
（
2
Φ
・
言
昌
昌
O
邑
彗
黒
－
鶉
－

↓
昌
o
貝
竃
）
、
倒
「
労
働
者
の
杜
会
的
孤
立
化
」
（
畠
①
ω
g
邑
o
H
眈
o
－

豪
H
…
O
q
O
胃
ξ
σ
集
害
）
、
㈲
「
自
由
な
行
動
範
囲
の
減
少
」

（
堅
o
　
巴
〕
■
Φ
ブ
昌
o
目
o
o
自
｝
印
自
o
－
目
目
o
q
鶉
旦
色
＆
自
昌
o
）
、
お
よ
ぴ
ω

「
無
資
格
化
」
（
含
〇
一
U
2
畠
；
き
H
冒
o
q
）
を
除
去
す
る
こ
と
を

そ
の
内
容
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
基
本
認
識
が
置
か
れ
て
い

＾
1
〕る
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
事
態
の
改
善
に
対

す
る
「
自
律
的
作
業
集
団
」
の
作
用
に
関
す
る
彼
ら
の
分
析
結
果

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。

　
（
一
）
　
作
業
負
担
と
自
律
的
作
業
集
団

　
「
作
業
負
担
の
増
大
」
に
対
す
る
「
自
偉
的
作
業
集
団
」
の
作

用
に
関
す
る
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
i
ル
の
結
論
は
、
つ
ぎ
の

と
お
り
で
あ
る
。
「
作
業
負
担
の
全
体
は
、
－
…
半
自
律
的
作
業

集
団
に
よ
っ
て
減
少
さ
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
く

て
、
せ
い
ぜ
い
配
分
し
な
お
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
」
（
〃
。

ご
o
）
彼
ら
の
分
析
に
よ
れ
ぱ
、
「
作
業
速
度
お
よ
び
作
業
内
容
の

自
己
決
定
」
や
「
個
人
的
能
率
曲
線
お
よ
び
個
人
的
作
業
能
カ
ヘ

の
作
業
の
適
応
」
に
よ
っ
て
、
作
業
の
単
調
性
に
由
来
す
る
「
一

面
的
作
業
負
担
」
（
9
鶉
睾
侭
ω
霧
－
富
件
…
岬
）
が
軽
減
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
作
業
内
容
の
拡
大
と
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そ
の
不
断
の
変
更
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
形
で
新
た
に
「
心
理
的
作

業
負
担
」
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
が
看
過
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
す

な
わ
ち
、
ω
適
切
な
処
置
を
労
働
者
が
と
る
際
の
不
確
実
性
の
増

大
、
ω
自
己
の
間
違
っ
た
決
定
に
対
し
て
は
責
任
を
分
担
し
な
け

れ
ぱ
な
ら
な
い
と
い
う
形
で
の
危
険
の
増
大
、
倒
自
己
の
所
属
し

て
い
る
集
団
か
ら
の
社
会
的
圧
カ
の
増
大
、
お
よ
び
ω
不
断
に
変

化
す
る
作
業
情
況
に
対
す
る
適
応
を
強
要
す
る
潜
在
的
圧
カ
の
増

大
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
「
あ
る
程
度

の
慣
習
化
に
よ
っ
て
作
業
が
容
易
に
さ
れ
る
可
能
性
」
（
ら
①
向
㌣

－
9
o
巨
o
昌
目
口
q
ρ
昌
＞
H
一
〕
〇
一
↓
ρ
冒
o
プ
o
｝
目
彗
鷺
皇
㎝
詔
目
○
冨
｛
彗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

｝
き
岸
目
筆
9
①
昌
■
o
口
）
を
も
消
失
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
社
会
的
孤
立
化
と
自
律
的
作
業
集
団

　
「
自
律
的
作
業
集
団
」
に
お
い
て
は
、
共
通
の
課
題
の
達
成
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
作
業
内
容
お
よ
び
作
業
量
の
自
主
的
決
定
の

た
め
に
、
労
働
者
間
の
意
志
疏
通
が
改
善
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

労
働
者
の
社
会
的
孤
立
化
が
改
善
を
み
る
こ
と
は
、
こ
れ
を
フ
リ

ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
は
認
め
て
い
る
。
ま
た
作
業
集
団
へ
の

労
働
者
の
統
合
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
積
極
的
作
用
も
も
っ
て
い
る

こ
と
は
、
こ
れ
も
彼
ら
は
認
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ω
労
働
者

の
個
人
的
お
よ
び
社
会
的
必
要
（
ぎ
皇
く
巨
昌
二
〇
自
邑
蜆
富
ポ
一
〇

田
＆
葦
巨
蜆
器
）
に
対
す
る
配
慮
、
②
労
働
者
へ
の
安
心
感
（
Ω
耐
－

σ
o
謁
彗
－
一
睾
晶
Φ
塞
巨
）
や
社
会
的
承
認
（
㎝
o
・
邑
o
＞
畠
寿
彗
昌
品
）

の
付
与
、
お
よ
び
㈲
労
働
者
の
自
己
意
識
（
ω
①
亭
眈
ま
Ω
幸
自
津
置
目
）

の
高
揚
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
に
対
し
て
は

経
営
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
「
隈
界
条
件
」
（
9
彗
き
O
・
；
σ
目
冒
－

o
q
實
）
の
達
成
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
労
働
者
に

と
っ
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
否
定
的
作
用
が
発
現
し
て
い
る
こ
と
が
見

落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
第
一
は
、
か
つ
て
は
直
接
の
上
司

に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
い
た
労
働
者
に
対
す
る
「
統
制
機
能
、
規

偉
機
能
、
お
よ
び
選
別
機
能
」
（
宍
O
葦
『
O
＝
一
冒
邑
呂
一
ま
H
目
轟
m
－

冒
ρ
＞
毒
一
g
g
…
ζ
一
〇
篶
自
）
を
集
団
自
体
が
引
受
け
る
よ
う
に

な
る
に
と
も
な
っ
て
、
一
方
に
お
い
て
他
の
作
業
集
団
に
対
す
る

「
集
団
利
己
主
義
」
（
Ω
昌
弓
雪
晶
O
赦
昌
易
）
が
発
現
す
る
と
と
も

に
、
他
方
に
お
い
て
同
一
の
作
業
集
団
に
属
す
る
労
働
者
の
間
で
、

資
楕
や
能
カ
に
差
が
あ
る
場
合
に
は
、
作
業
配
分
を
め
ぐ
る
競
争

が
発
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
第
二
は
、
個
々
の
労
働
者
が

「
社
会
的
経
験
お
よ
び
資
楕
」
（
㎝
o
N
邑
o
向
H
守
巨
昌
o
q
冒
昌
ユ

c
毒
豪
ぎ
ま
＝
）
を
も
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
相
当
の
心
理
的
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負
担
が
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
第
三
は
、
集
団
の
構

成
員
の
間
の
協
カ
な
い
し
調
整
の
必
要
、
お
よ
ぴ
他
の
構
成
員
の

個
人
的
必
要
に
対
す
る
配
慮
の
た
め
に
、
集
団
内
の
個
々
の
労
働

者
が
、
個
人
作
業
職
場
と
比
較
し
て
、
よ
り
少
い
個
人
的
自
偉
性

（
ぎ
畠
く
巳
；
豪
＞
巨
o
昌
∋
｛
o
）
し
か
も
っ
て
い
な
い
事
態
が
し
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕

し
ぱ
生
ず
る
こ
と
で
あ
る
。

　
（
三
）
　
労
働
者
の
白
偉
性
と
自
律
的
作
業
集
団

　
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
に
よ
れ
ぱ
、
「
労
働
者
の
た
め

の
自
由
な
決
定
範
囲
の
創
出
は
、
半
自
偉
的
作
業
集
団
と
い
う
構

想
の
本
質
的
目
標
設
定
で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
は
、
労
働
の
人
間

化
の
た
め
の
よ
り
重
要
な
基
準
で
あ
る
。
」
（
ω
、
－
S
）
「
自
律
性
」

の
程
度
に
関
す
る
分
析
は
、
彼
ら
に
お
い
て
は
、
ω
直
接
的
作
業

職
分
、
②
間
接
的
作
業
職
分
、
お
よ
び
㈹
集
団
編
成
（
Ω
昌
電
彗
－

o
H
o
司
竃
｛
竃
辻
昌
）
の
三
つ
に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
「
直
接
的
作
業
職
分
」
に
関
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

自
律
性
と
は
、
彼
ら
の
分
析
に
よ
れ
ぱ
、
結
局
、
集
団
に
課
せ
ら

れ
て
い
る
「
特
定
の
限
界
条
件
の
達
成
」
（
2
0
軍
｛
自
＝
昌
売
σ
ボ
ー

戌
目
目
註
、
Ω
冨
冨
茅
昌
奏
…
o
司
昌
）
と
い
う
枠
内
で
の
「
職
分
割

当
の
自
己
規
制
」
（
2
①
ω
O
；
m
汰
ヰ
彗
彗
昌
胴
ま
H
＞
巨
O
司
註
昌
く
雪
・

ま
－
…
o
q
一
ω
、
ミ
H
）
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
内
容
と
し
て
挙
げ
ら

れ
て
い
る
の
は
、
っ
ぎ
の
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
①
職
務
交
替

（
＞
目
Ω
H
o
－
艮
…
ぎ
p
目
o
m
争
田
－
彗
吊
昌
ζ
一
団
o
8
庁
艘
①
昌
冒
ω
）
、

②
作
業
抽
節
時
間
（
｝
O
員
団
0
8
F
H
w
旨
巨
彗
茎
）
、
㈹
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ァ
ー
の
遠
度
．
作
業
速
度
（
田
o
m
o
ブ
o
o
庁
昌
旨
㎜
）
、
ω
作
業

の
分
割
（
O
零
－
＞
■
Ω
H
Φ
匡
…
ぎ
戸
民
量
昌
峯
N
P
田
o
呂
戸

∪
彗
冒
ω
茸
鼻
）
、
⑤
個
々
の
労
働
者
へ
の
職
分
領
域
の
割
当
（
田
O
－

㎝
争
望
彗
勺
…
犀
）
、
⑥
協
カ
関
係
（
田
o
ω
o
戸
射
饒
巨
①
ユ
邑
）
、
お

よ
ぴ
⑦
休
憩
（
＜
オ
・
田
o
8
芦
d
o
巨
胃
邑
・
句
o
a
ぎ
夷
畠
目
彗

象
、
勺
自
寒
、
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
に
対
す
る
作

用
と
し
て
、
彼
ら
は
、
変
更
（
雪
o
巨
轟
ヰ
）
に
対
す
る
労
働
者
の

積
極
的
態
度
の
発
現
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ら
は
、
労
働
者
の
「
危
機
に
耐
え
る
能
カ
」
（
穴
・
－
m
彗
厨
ヰ
恒
・
睾
）

の
向
上
に
寄
与
す
る
も
の
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ぱ
、
「
自
律
的

作
業
集
団
」
に
お
け
る
労
働
者
は
、
そ
の
「
弾
カ
性
」
の
ゆ
え
に
、

無
資
格
化
さ
れ
た
職
場
の
労
働
者
と
ほ
と
ん
ど
同
様
に
交
換
可
能

で
あ
り
、
し
か
も
新
た
に
獲
得
さ
れ
た
資
椿
も
、
労
働
市
場
に
お

け
る
労
働
カ
の
個
人
的
市
場
性
を
高
め
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い

　
　
　
＾
4
）

か
ら
で
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
「
間
接
的
作
業
職
分
」
に
関
す
る
労
働
者
の
作
業
内
容
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の
拡
大
に
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
の
分
析
に
よ
れ
ぱ
、

通
常
、
①
機
械
を
稼
動
さ
せ
る
た
め
の
準
備
活
動
（
冒
旨
一
島
．

ざ
旨
岬
）
の
引
受
け
（
］
U
き
己
彗
田
雲
員
寓
＆
o
－
彗
o
q
彗
一
国
o
ω
g

○
ロ
ー
①
昌
雪
員
田
畠
O
戸
］
）
曽
H
昌
血
ま
φ
戸
固
；
昌
一
之
ド
9
田
O
蜆
O
戸
団
饒
F

一
2
邑
）
、
お
よ
び
②
職
場
の
機
械
と
装
置
の
監
視
・
修
理
．
保

全
（
≠
彗
旨
晶
し
宗
喀
H
算
胃
昌
ρ
H
冨
↓
竃
2
一
嘗
津
量
O
q
）
の
引

受
け
（
団
量
冒
一
6
8
一
田
O
ω
9
望
ρ
自
勺
昌
ξ
田
O
ω
9
艘
o
昌
竃
㎝
）

と
並
ん
で
、
⑧
労
働
者
に
よ
る
統
制
（
■
o
ま
昌
豪
）
の
引
受
け
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
統
制
に
は
、
さ
ら
に
＠
純
粋
の
「
機

能
統
制
」
（
句
冒
軍
一
〇
畠
ぎ
葦
H
O
豪
）
（
田
墨
昌
峯
N
9
｝
O
ω
9
望
O
．

冒
o
富
）
、
⑤
簡
単
な
誤
謬
の
認
識
と
そ
の
直
接
的
除
去
と
を
含
む

「
品
質
統
制
」
（
O
冨
軍
津
津
昌
オ
O
ま
）
（
句
O
貝
U
巴
邑
胃
黒
…
・

Ω
嘗
o
q
o
p
o
目
串
自
自
自
ρ
宙
o
o
①
；
自
σ
q
①
自
一
〇
勺
o
戸
邑
o
m
o
戸
∪
胃
昌
ω
ぎ
｛
一
）
、

お
よ
び
◎
原
因
分
析
を
含
む
製
品
群
の
統
制
（
H
（
昌
け
o
＝
o
ぎ
昌
．

亘
貫
胃
申
o
ま
ζ
o
）
（
く
老
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
労
働
者
に
よ

る
統
制
に
は
、
自
分
自
身
の
作
業
の
統
制
の
場
合
と
、
同
僚
の
作

業
の
統
制
の
場
合
と
が
区
別
さ
れ
う
る
が
、
そ
れ
ら
の
信
頼
性
を

検
証
す
る
た
め
に
、
上
位
者
に
よ
る
「
抜
き
取
り
検
査
に
よ
る
統

制
」
（
O
O
ま
吾
H
O
σ
冒
ぎ
ま
『
O
豪
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

「
製
品
へ
の
製
作
者
の
名
前
の
表
示
」
（
畠
＝
崖
、
自
智
昌
巳
一
Φ
宍
⑭
昌
．

富
甘
g
昌
晶
ま
ω
冒
o
ま
巨
o
㎝
）
に
よ
っ
て
責
任
の
所
在
が
明
確

に
さ
れ
て
い
る
た
め
に
統
制
が
容
易
に
さ
れ
て
い
る
。
労
働
者
に

よ
る
こ
う
し
た
統
制
の
引
受
け
に
対
し
て
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と

シ
ニ
マ
ー
〃
に
よ
れ
ぱ
、
り
ぎ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
特
別
の
重
要

性
が
付
与
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
作
業
者
の
作
業
自
体
の
中

に
検
査
活
動
を
含
ま
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
接
的
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
に
よ
る
挙
習
効
果
の
強
化
と
並
ん
で
、
さ
ほ
ど
多
額
の
支
出

の
追
加
な
し
に
誤
謬
を
犯
し
た
個
人
も
し
く
は
集
団
自
体
に
よ
る

誤
謬
の
直
接
的
除
去
も
し
く
は
手
直
し
（
零
彗
目
峯
、
。
・
臼
。
ω
旨

里
彗
唱
己
鼻
田
o
邑
一
∪
寧
『
昌
ω
ぎ
票
）
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、

集
団
別
お
よ
び
原
因
別
の
不
良
品
の
把
握
と
手
直
し
の
必
要
性
の

把
握
（
零
印
昌
峯
・
o
）
が
可
能
と
な
る
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ

る
。
　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
間
接
的
作
業
職
分
の
拡
大
に
共
通
に
見
出

さ
れ
う
る
の
は
、
そ
れ
ら
が
い
ず
れ
も
機
械
休
止
の
際
の
待
ち
時

間
と
か
搬
送
時
間
と
い
っ
た
「
非
生
産
的
付
随
時
間
」
（
自
毛
、
。
．

3
津
才
o
老
①
g
竃
筆
竃
）
を
直
接
的
に
極
小
に
す
る
点
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
い
ず
れ
も
「
労
働
強
化
」
に
寄
与
す
る
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
彼
ら
は
、
つ
ぎ
の
点
に
対
す
る
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。

「
統
制
、
準
備
、
監
視
、
お
よ
ぴ
修
理
に
関
す
る
決
定
の
自
由
も
、

棚
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時
間
の
面
で
も
内
容
の
面
で
も
、
代
替
的
行
動
の
欠
如
の
ゆ
え
に

白
由
な
決
定
が
必
要
で
も
可
能
で
も
な
い
ほ
ど
に
、
し
ば
し
ば
狭

い
機
能
的
枠
内
で
し
か
可
能
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
種
の

間
接
的
活
動
の
引
受
け
は
、
ま
ず
は
純
粋
の
職
務
拡
大
で
あ
っ
て
、

労
働
者
に
対
し
て
い
ま
だ
何
ら
の
本
質
的
で
新
し
い
決
定
の
余
地

を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
L
（
ω
．
一
ぎ
）
た
だ
し
、
二
、
三
の
経

営
に
お
い
て
は
、
労
働
者
が
み
ず
か
ら
つ
ぎ
の
よ
う
な
「
作
業
計

画
の
統
制
」
（
撃
昌
宵
冒
O
q
註
蜆
ξ
げ
睾
唱
H
O
岬
墨
昌
目
窃
）
を
引
受

け
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
「
製
造
さ
れ
る
べ
き
製
晶
型
式
の
順

序
」
（
皇
O
射
①
旨
冒
｛
〇
一
〇
q
O
ρ
胃
昌
｛
①
H
庄
需
邑
昌
H
毛
害
、

H
）
巴
邑
鶉
黒
冒
一
Ω
晶
胴
竃
彗
）
、
②
「
一
日
の
生
産
の
割
り
振

り
」
（
昌
①
曽
算
巴
目
目
o
目
ま
『
H
品
①
毛
『
o
ρ
自
軍
－
o
目
－
－
：
O
鶉
－
）
、

③
「
新
し
い
製
品
型
式
へ
の
転
換
」
（
ま
O
d
昌
ω
邑
－
冒
胴
顯
冒
｛

冨
亮
H
毫
昌
：
…
由
O
ω
争
一
∪
胃
昌
ω
＄
睾
）
、
お
よ
び
④
「
技
術

的
変
更
の
導
入
」
（
2
0
里
己
肇
H
冒
0
司
ま
9
己
ω
O
臣
＞
邑
寓
昌
．

O
q
〇
一
一
：
：
：
民
O
m
O
げ
望
嘗
自
勺
自
己
ユ
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
な
お
田
O
ω
O
－
一
一

団
饒
巨
胃
邑
に
お
い
て
は
、
垂
直
的
職
務
拡
大
の
う
ち
に
生
産
統

制
も
し
く
は
作
業
準
備
（
司
胃
碁
；
胴
鶴
冨
篶
昌
畠
庁
N
≠
ξ
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

ま
ま
く
o
｝
胃
睾
冒
σ
司
）
が
舎
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
い
ず

れ
に
せ
よ
、
彼
ら
の
分
析
に
よ
れ
ぱ
、
「
自
由
な
決
定
範
囲
が
自

由
な
行
動
範
囲
の
拡
大
と
同
時
に
与
え
ら
れ
る
よ
う
な
処
理
的
作

業
職
分
の
引
受
け
（
畠
①
d
ぎ
昌
葭
－
冒
①
ま
H
豊
岩
o
m
ま
く
彗
＞
、
．

ま
ま
彗
拭
き
彗
）
は
、
労
働
者
に
よ
っ
て
は
ま
れ
に
し
か
行
わ

．
れ
て
い
な
い
。
」
（
ω
I
H
お
）
そ
こ
で
彼
ら
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
命
題

を
提
示
し
て
い
る
。
「
作
業
職
分
が
集
団
に
委
ね
ら
れ
る
頻
度
は
、

そ
れ
が
生
産
過
程
に
対
し
て
も
っ
て
い
る
重
要
性
と
そ
れ
に
付
随

し
て
い
る
決
定
の
影
響
範
囲
と
に
逆
比
例
し
て
い
る
。
」
（
ω
ω
」
簑

1
H
S
）

　
最
後
に
「
集
団
編
成
」
上
の
自
律
性
に
関
す
る
フ
リ
ー
ド
マ
ン

と
シ
ュ
マ
ー
ル
の
分
析
結
果
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず

集
団
の
内
部
編
成
に
関
す
る
自
律
性
に
つ
い
て
み
る
な
ら
ば
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
少
数
の
場
合
に
の
み
そ
の
事
例
が
見
出
さ
れ
う
る
。

す
な
わ
ち
、
ω
集
団
の
構
成
（
冒
窒
昌
冒
器
富
昌
o
q
）
に
つ
い
て
は
、

］
〕
巴
邑
胃
｝
彗
・
・
Ω
晶
口
q
彗
彗
・
ω
討
目
昌
眈
・
毫
、
ω
新
し
い
構

成
員
の
受
入
れ
に
つ
い
て
は
、
軍
彗
目
峯
N
o
、
お
よ
ぴ
倒
集
団

代
表
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
U
巴
邑
冒
田
①
竃
．
国
＆
Φ
冒
暴
彗
．

｝
・
彗
箏
峯
・
o
・
○
鴉
一
・
婁
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て

築
団
の
対
外
的
関
係
に
関
し
て
は
、
自
律
性
は
与
え
ら
れ
て
お
ら

ず
、
せ
い
ぜ
い
零
葭
冒
峯
N
o
の
場
合
に
集
団
代
表
が
前
工
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

お
よ
び
後
工
程
の
集
団
と
の
調
整
を
引
受
け
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
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（
四
）
　
無
資
格
化
と
自
偉
的
作
業
集
団

　
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
に
よ
れ
ぱ
、
経
営
は
、
新
し
い

作
業
組
織
の
編
成
の
要
請
に
労
働
者
を
適
応
さ
せ
る
た
め
に
は
、

何
ら
か
の
形
で
「
能
カ
育
成
策
」
（
o
；
；
じ
雪
昌
o
q
餉
昌
簑
量
プ
ー

昌
彗
）
を
講
じ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
「
こ
れ
ま

で
の
無
資
椿
化
（
一
U
8
毒
；
・
討
昌
目
σ
q
）
の
戦
略
が
、
利
潤
性
の
観

点
の
下
で
も
、
経
営
に
と
っ
て
も
は
や
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
最
も
適

切
な
戦
略
を
な
す
も
の
で
は
な
い
」
（
O
O
・
H
ミ
）
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
と
も
解
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
拡
大
さ
れ
た
作
業
内

容
を
克
服
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
特
殊
な
作
業
過
程
に
固
有

な
資
格
の
一
部
は
、
な
る
程
二
、
三
の
場
合
に
は
特
別
に
伝
授
さ

れ
て
は
い
る
が
、
し
か
し
通
常
は
、
労
働
者
は
、
『
資
格
を
要
求

し
て
い
る
』
作
業
構
造
の
中
で
、
自
カ
に
よ
っ
て
か
、
も
し
く
は

相
互
援
助
に
よ
っ
て
資
椿
の
向
上
に
努
め
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
」

（
ω
L
S
）
す
な
わ
ち
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
の
実
験
に
お
い
て

は
、
労
働
者
の
「
能
カ
育
成
」
に
対
し
て
は
、
十
分
な
力
点
が
経

営
に
よ
っ
て
置
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
う
し
た
こ
と
が

生
ず
る
理
由
と
し
て
彼
ら
は
、
っ
ぎ
の
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
の
第
一
点
は
、
実
験
に
関
与
し
て
い
る
労
働
者
の
資
格
水
準
が

低
い
た
め
に
、
一
度
に
拡
大
さ
れ
た
作
業
内
容
に
関
す
る
訓
練
を

実
施
し
て
も
、
こ
れ
を
労
働
者
が
修
得
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
困

難
な
こ
必
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
労
働
者
に
よ
る
職
場
で
の
自
カ

で
の
漸
進
的
学
習
の
方
が
、
経
営
に
と
っ
て
、
財
務
的
に
も
、
人

の
面
で
も
、
ま
た
時
間
の
面
で
も
支
出
が
少
く
て
す
む
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
ら
に
よ
れ
ぱ
、
訓
絞
費
を
で
き
る
か
ぎ
り

低
く
し
た
い
と
す
る
経
営
戦
略
が
、
「
自
偉
的
作
業
集
団
」
の
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
ア
〕

合
に
も
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
形
の
経
営
的
能
カ
育
成
策
の
展
開
は
、
フ
リ
ー
ド
マ

ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
に
よ
れ
ぱ
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
不
利
な
作
用
を
労

働
者
に
対
し
て
及
ぼ
す
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ぱ
な
ら
な
い
。
そ
の

第
一
は
、
新
た
に
必
要
と
さ
れ
る
資
格
の
獲
得
が
主
と
し
て
通
常

の
勤
務
の
過
程
の
中
で
直
接
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
作
業
負

担
が
追
加
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
第
二
は
、
「
自
律
的
作
業

築
団
」
に
お
い
て
労
働
者
に
要
求
さ
れ
る
資
格
と
、
現
実
に
労
働

者
が
適
応
努
カ
の
結
果
と
し
て
獲
得
す
る
資
格
と
の
間
の
乖
離
、

す
な
わ
ち
「
資
格
不
足
」
（
O
；
一
曇
・
き
昌
ω
〔
一
①
3
豪
）
が
、
労
働

者
に
対
し
て
作
業
の
質
の
面
で
潜
在
的
に
過
度
の
要
求
を
つ
き
つ

け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
第
三
は
、
経
営
に
お
け
る
こ
う
し
た
形

で
の
能
カ
育
成
策
は
、
労
働
市
場
で
の
「
販
売
可
能
性
」
（
＜
亭
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昌
彗
奉
一
〕
彗
ぎ
5
を
有
す
る
「
新
し
い
、
も
し
く
は
追
加
的
な
公

式
に
通
用
す
る
資
格
」
（
臥
昌
冨
自
①
a
胃
昌
縁
童
一
〇
－
5
｛
昌
昌
巴
①

○
量
巨
臣
弐
昌
）
を
育
成
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
「
』

こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
態
で
あ
る
。
「
労
働

者
の
適
応
能
カ
に
対
す
る
経
営
の
依
存
の
度
合
は
ま
さ
に
大
き
い

の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
、
経
営
に
対
す
る
労
働
者
の
高
い

依
存
に
よ
っ
て
再
び
相
殺
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
労
働
者
は
、

不
利
な
雇
用
と
い
う
犠
牲
を
払
う
場
含
に
の
み
経
営
を
移
動
し
う

る
。
」
（
ω
．
H
哀
）
第
四
の
問
題
点
は
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
に
お

け
る
作
業
経
験
は
、
労
働
者
に
、
経
営
内
の
他
の
よ
り
価
値
の
高

い
活
動
も
し
く
は
職
場
を
労
働
者
に
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
で
あ
る
。
第
五
の
問
題
点
は
、
労
働
者
に
対
す
る
経
営
の
独
立

性
の
強
化
に
も
と
づ
く
「
職
場
の
不
安
定
性
」
（
d
易
一
〇
茅
｝
筆

ま
H
ξ
ま
豪
亘
津
S
）
と
「
経
営
内
補
充
に
よ
る
選
抜
」
（
畠
O

昌
津
φ
胃
ぎ
竃
H
一
〕
g
ユ
ω
一
〕
一
巨
－
竃
弟
串
；
戌
①
昌
目
㎝
卑
顯
↓
；
目
｛
竃
｛
雪

ω
色
爵
ま
昌
）
と
が
、
労
働
者
を
し
て
「
経
営
に
お
け
る
統
含
志
向

的
行
動
」
（
9
自
彗
｛
a
O
；
ま
O
q
量
ま
目
一
目
邑
昌
昂
⑦
巨
9
0
貝
堅
．

○
ま
o
オ
㎝
＜
①
｝
巴
↓
彗
）
を
と
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た

分
析
に
も
と
づ
い
て
、
「
特
殊
経
営
的
能
カ
育
成
（
g
巨
昌
鶉
需
－

ド
昌
邑
崖
氾
量
；
ぎ
ま
昌
彗
）
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
経
営
内

的
代
表
機
関
と
そ
の
活
動
カ
と
が
相
当
に
侵
害
を
う
け
る
」
（
ω
。

H
ま
）
こ
と
を
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
が
労
働
者
に
も
た
ら
す
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
o
o
）

も
重
大
な
危
険
の
一
つ
と
し
て
、
彼
ら
は
把
握
し
て
い
る
。

　
以
上
が
、
ω
「
作
業
負
担
の
増
大
」
、
ω
「
労
働
者
の
社
会
的

孤
立
化
」
、
㈹
「
自
由
な
行
動
範
囲
の
減
少
」
、
お
よ
ぴ
ω
「
無
資

格
化
」
の
克
服
と
い
う
視
点
か
ら
な
さ
れ
た
「
労
働
者
に
対
す
る

自
偉
的
作
業
集
団
の
作
用
」
に
関
す
る
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ

ー
ル
の
分
析
の
概
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た
分
析
に
も
と
づ
い
て
、

「
自
律
的
作
業
集
団
」
と
「
労
働
の
人
間
化
」
の
関
係
に
関
し
て
、

彼
ら
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
「
ド
イ
ツ
連

邦
共
和
国
に
お
い
て
調
査
さ
れ
た
半
自
律
的
作
業
集
団
は
、
そ
の

現
在
の
形
態
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
労
働
の
人
間
化
と
称
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。
」
（
ω
．
H
S
）

　
（
1
）
　
く
o
q
－
句
司
ユ
o
o
昌
p
目
目
自
目
ρ
内
一
ω
o
－
昌
寧
岸
－
嘗
睾
〇
一
ω
ω
．

　
　
一
－
－
－
ω
－

　
（
2
）
　
く
o
目
－
1
勺
一
弓
ユ
Ω
2
昌
固
目
■
自
■
o
内
．
ω
o
－
目
與
巨
一
凹
一
睾
O
＝
ω
ω
一

　
　
H
b
0
0
0
1
－
ψ
9

　
（
3
）
　
く
餉
一
一
勺
一
司
ユ
o
o
目
曇
目
箏
目
員
ρ
内
1
ω
o
げ
昌
串
巨
一
苧
苧
O
；
ω
－

　
　
H
賞
一
ω
ω
1
H
｛
ひ
ー
］
㎞
o
…
ω
一
H
，
o
o
’

　
（
4
）
く
竿
句
一
冒
一
＆
昌
貸
目
亘
自
ρ
界
ω
9
冒
崖
員
P
宍
P
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ω
ω
．
H
s
l
H
宝
．

　
（
5
）
　
＜
㏄
F
勺
－
勺
ユ
⑰
o
昌
嘗
目
目
目
目
o
肉
1
ω
o
テ
昌
印
す
一
P
胆
．
O
l
一
ω
ω
．

　
　
H
ω
｛
I
H
ω
〇
一

　
（
6
）
　
く
o
目
－
弓
　
句
筥
o
o
昌
凹
目
目
一
』
目
o
H
（
　
ω
o
｝
目
』
－
－
　
顯
嘗
一
〇
こ
ω
ω

　
　
－
ω
o
I
－
杜
〇
一

（
ア
）
ξ
』
』
ま
ま
彗
・
…
～
戸
娑
…
；
p
葭
－
◎
二
ω
ω
．

　
　
］
1
－
N
l
－
N
N
．

　
（
8
）
　
く
o
頁
－
1
弔
．
司
ユ
o
o
目
峯
目
目
自
目
匹
内
．
o
o
o
テ
ヨ
嘗
巨
一
印
．
串
．
O
二
ω
ω
・

　
　
↑
｛
o
l
－
企
α
．

　
　
　
四
　
自
偉
的
作
業
集
団
と
杜
会
・
技
術
体
系
論

　
企
業
と
労
働
者
の
双
方
に
対
し
て
「
自
律
的
作
業
集
団
」
が
及

ぽ
し
て
い
る
作
用
に
関
す
る
分
析
に
も
と
づ
い
て
、
フ
リ
ー
ド
マ

ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
は
、
西
ド
イ
ツ
企
業
に
お
い
て
現
実
に
導
入
さ

れ
て
い
る
「
自
律
的
作
業
集
団
」
に
関
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
総
括

的
評
価
を
試
み
て
い
る
。

　
（
一
）
　
西
ド
イ
ツ
企
業
に
よ
る
「
自
偉
的
作
業
集
団
」
導
入
の

主
要
目
的
は
、
「
人
間
間
題
の
除
去
」
（
2
①
炭
9
Φ
巨
O
貝
冒
O
q
く
昌

塙
冨
o
篶
自
昌
勺
呂
一
〕
－
o
昌
①
自
）
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ

そ
れ
は
、
一
方
に
お
い
て
「
生
産
性
の
増
大
と
原
価
の
低
減
」
と

い
う
対
内
的
要
請
に
応
え
て
、
「
機
械
化
の
間
隙
の
作
業
組
織
的

合
理
化
L
（
胃
一
〕
O
茅
O
轟
嘗
目
床
単
O
H
｝
彗
ぎ
｝
嘗
匡
昌
邑
㎝
－
①
昌
目
O
目
ユ
實

峯
8
プ
彗
邑
胃
…
o
q
㎝
巨
o
片
o
）
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
他
方
に
お

い
て
販
売
市
場
か
ら
の
「
生
産
の
弾
カ
化
」
と
い
う
対
外
的
要
請

に
応
え
て
、
弾
カ
的
作
業
組
織
を
形
成
す
る
こ
と
に
も
と
め
ら
れ

（
1
）

る
。

　
（
二
）
　
こ
う
し
た
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
与
え
ら
れ
た

技
術
的
基
礎
の
上
で
、
こ
れ
ま
で
の
作
業
組
織
の
編
成
原
理
で
あ

る
テ
イ
ラ
ー
リ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
「
硬
直
的
な
分
業
の
方
式
」
の

隈
界
（
田
晶
；
冒
夢
①
5
を
打
破
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ

し
て
こ
の
た
め
に
は
、
「
作
業
状
況
の
部
分
的
改
善
と
自
己
決
定

の
増
大
と
を
そ
の
内
容
と
す
る
譲
歩
」
（
N
轟
窃
庁
彗
旨
曇
9
2
Φ

昌
｛
o
－
竃
勺
實
ま
邑
o
＜
o
｝
o
器
o
昌
目
岬
ま
『
＞
旨
9
汰
ω
津
毒
庄
o
胃

巨
自
φ
彗
｛
昌
Φ
N
冒
自
巴
一
昌
o
ま
H
ω
①
＝
〕
邑
U
鶉
ま
昌
昌
E
売
巨
目
峯
9
m
彗
）

を
経
営
は
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
う
し
た
経
営
側
の
譲
歩

と
の
か
か
わ
り
あ
い
で
「
人
間
問
題
の
除
去
」
に
も
、
「
自
律
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

作
業
築
団
」
は
寄
与
し
う
る
こ
と
と
な
る
。

　
（
三
）
　
し
か
し
な
が
ら
「
集
団
の
自
律
性
は
、
本
質
的
に
、
職

分
配
分
の
自
己
規
制
と
作
業
活
動
の
弾
カ
的
処
理
に
隈
定
さ
れ
て

い
る
。
」
（
ω
．
箒
↑
）
逆
に
「
っ
ぎ
の
二
つ
の
重
要
領
域
、
す
な
わ

ち
作
業
投
入
の
目
的
、
お
よ
ぴ
賃
金
形
態
と
賃
金
額
の
決
定
に
関
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（31）　自偉的作業集団の作用

し
て
は
、
半
自
律
的
作
業
集
団
に
お
い
て
は
何
ら
の
自
律
性
も
存

在
し
て
い
な
い
。
L
（
U
n
・
一
S
）
そ
の
結
果
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」

に
象
徴
さ
れ
る
作
業
組
織
と
は
、
現
実
に
は
「
古
い
作
業
組
織
の

本
質
的
要
素
も
、
半
自
偉
的
作
業
集
団
の
新
し
い
要
素
も
と
も
に

含
ん
で
い
る
よ
う
な
作
業
組
織
の
混
合
形
態
」
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
「
自
偉
的
作
業
集
団
」
の
導
入
は
、
テ
イ
ラ
ー
リ
ズ
ム
の
終

焉
を
意
味
す
る
も
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
。
す
な
わ
ち
テ
イ
ラ
ー

リ
ズ
ム
の
核
心
を
な
す
分
業
の
原
理
は
こ
れ
を
あ
く
ま
で
も
保
持

し
た
上
で
、
そ
の
弾
力
化
を
は
か
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
改
善
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

試
み
る
も
の
が
「
自
偉
的
作
業
築
団
」
で
あ
る
。

　
（
四
）
　
労
働
者
に
と
っ
て
は
、
「
自
偉
的
作
業
集
団
」
に
お
け

る
隈
定
さ
れ
た
形
で
の
責
任
の
委
譲
は
、
原
理
的
に
、
「
労
働
の

他
偉
性
」
（
畠
O
掌
①
昌
ま
①
ω
ま
旨
昌
冒
O
目
ま
『
＞
ま
睾
）
を
何
ら
変

更
す
る
も
の
で
は
な
い
。
逆
に
そ
れ
は
、
こ
う
し
た
他
律
性
を
隠

蔽
す
る
作
用
す
ら
も
つ
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
特
定
の
経

営
問
題
を
、
多
く
の
場
合
、
労
働
脊
の
負
担
の
増
大
の
も
と
に
克

服
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
ま
さ
し
く
「
搾

取
の
自
己
管
理
」
（
ω
O
亭
等
く
O
；
巴
庁
言
O
q
ま
H
＞
毒
げ
O
算
…
一
σ
膏
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

名
付
け
ら
れ
う
る
性
樒
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　
（
五
）
　
「
自
偉
的
作
業
集
団
」
に
と
も
な
う
労
働
者
の
「
能
カ

育
成
L
は
、
ま
さ
し
く
労
働
。
者
の
特
定
の
資
格
に
対
す
る
経
営
の

依
存
の
度
合
を
で
き
る
か
ぎ
り
弱
め
て
、
そ
の
独
立
性
を
高
め
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
は
、
経
営
に
よ
る
労

働
カ
に
対
す
る
「
中
立
化
戦
略
」
（
望
；
詩
O
司
一
〇
ま
『
岩
彗
弍
筆
－

m
｛
①
昌
品
）
と
し
て
の
性
格
を
も
つ
。
塞
言
す
れ
ば
、
そ
れ
は
特
定

の
経
営
に
対
す
る
労
働
者
の
依
存
の
度
合
を
強
め
る
も
の
で
あ
っ

て
、
労
働
市
場
に
お
け
る
労
働
者
の
地
位
を
強
化
す
る
こ
と
に
寄

与
す
る
よ
う
な
「
能
カ
の
包
括
的
再
育
成
」
（
巨
昌
武
留
昌
宗
箏
O
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
〕

ρ
；
；
邑
昌
渠
）
を
な
す
も
の
で
は
け
っ
し
て
な
い
。

　
（
六
）
　
し
ぱ
し
ぱ
「
分
業
の
原
理
」
の
後
退
は
、
経
営
に
お
け

る
支
配
を
ゆ
る
め
る
と
の
解
釈
に
も
と
づ
き
、
そ
こ
か
ら
経
営
階

層
制
の
危
機
を
指
摘
す
る
見
解
も
見
受
け
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
「
自
律
的
作
業
集
団
」
は
、
現
実
に
は
、
「
労
働
者
の
規
律
化

の
た
め
の
手
段
」
（
峯
ま
〇
一
昌
二
）
｛
竃
与
ξ
一
｝
①
昌
■
α
q
忌
H
＞
ユ
〕
O
豪
■

ζ
驚
ま
）
、
あ
る
い
は
「
内
的
統
制
機
構
」
（
巨
需
昌
①
望
彗
胃
冒
O
司
蜆
－

昌
8
罫
三
m
…
一
蜆
）
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
そ

の
時
々
の
職
場
の
弾
カ
的
規
定
」
（
a
O
φ
買
旨
①
∪
O
ま
ま
昌
鵯
鶉

盲
く
邑
荷
竃
＞
［
g
豪
亘
ρ
ぎ
g
）
、
お
よ
び
そ
れ
と
結
び
つ
く
「
人

の
面
で
の
弾
カ
性
」
（
鳴
易
畠
；
9
0
0
q
彗
Φ
ヨ
婁
｛
巨
二
葦
）
は
、
現

実
に
は
、
新
し
い
形
の
支
配
手
段
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
し
た
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が
っ
て
「
自
己
統
制
に
よ
る
他
律
的
統
制
の
代
替
」
（
2
0
ω
亭
－

㎝
庄
巨
庄
o
■
ま
H
｝
屋
昌
2
8
－
岸
『
o
豪
ら
胃
o
巨
ω
色
冨
寿
o
冒
茸
o
豪
）
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

し
て
こ
れ
を
理
解
し
う
る
。

　
と
こ
ろ
で
「
自
律
的
作
業
集
団
」
と
い
う
構
想
に
対
し
て
理

論
的
基
礎
を
提
供
し
た
も
の
は
、
「
社
会
・
技
術
体
系
論
」
（
邑
①

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
）

H
ブ
8
H
宥
創
窃
ω
o
ユ
o
よ
8
ブ
目
け
g
彗
ω
壱
清
昌
肋
）
で
あ
る
。
そ
こ

で
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
は
、
企
業
と
労
働
者
と
に
対
す

る
「
自
偉
的
作
業
集
団
」
の
作
用
に
関
す
る
分
析
を
踏
ま
え
て
、

現
実
に
西
ド
イ
ツ
企
業
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
「
自
律
的
作
業
集

団
」
の
実
践
の
中
に
、
は
た
し
て
ど
の
程
度
に
「
社
会
・
技
術
体

系
論
」
の
諸
命
題
が
実
際
に
見
出
さ
れ
る
か
と
い
う
問
題
を
も
さ

ら
に
考
察
し
て
い
る
。
彼
ら
の
考
察
に
よ
れ
ぱ
、
「
社
会
・
技
術

体
系
論
」
の
諸
命
題
に
即
応
す
る
事
項
に
は
、
つ
ぎ
の
も
の
が
あ

る
。
そ
の
第
一
は
、
経
営
に
と
っ
て
は
、
折
々
の
与
え
ら
れ
た
技

術
的
基
礎
の
も
と
で
、
実
際
に
十
分
に
作
業
組
織
上
の
選
択
の
余

地
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
労
働
者
の
自
律
性

の
拡
大
は
、
作
業
過
程
の
合
理
的
編
成
と
い
う
見
地
か
ら
、
有
意

味
で
あ
る
し
、
必
要
で
す
ら
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ

し
て
第
三
は
、
確
か
に
き
わ
め
て
わ
ず
か
で
は
あ
る
に
し
て
も
、

集
団
作
業
を
容
易
に
す
る
よ
う
な
職
場
の
配
置
の
場
合
に
見
出
さ

れ
る
よ
う
に
、
「
技
術
体
系
と
社
会
体
系
の
同
時
的
最
適
化
の
領

域
」
（
9
目
黒
邑
争
宗
『
溜
昌
9
冨
臼
昌
彗
○
冥
一
邑
雪
昌
岬
く
昌

註
o
罫
ぎ
豪
昌
冒
o
㎝
o
N
巨
㊦
冒
身
津
①
目
）
が
存
在
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
「
社
会
・
技
術
体
系
論
」
に
そ
ぐ
わ
な
い
事

項
に
は
、
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
「
自
律
的
作
業

集
団
」
に
お
け
る
純
粋
に
作
業
組
織
的
変
更
は
き
わ
め
て
隈
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
、
テ
イ
ラ
ー
の
原
理
は
、
「
自

律
的
作
業
集
団
」
で
も
っ
て
実
践
的
に
も
完
全
に
克
服
さ
れ
る
わ

け
で
は
け
っ
し
て
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
は
、
「
自
律

的
作
業
集
団
」
の
導
入
で
も
う
て
、
「
産
業
民
主
主
義
」
（
一
邑
轟
け
－

ま
－
⑦
］
）
①
彗
o
岸
轟
ま
）
が
実
現
さ
れ
る
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
く

て
、
か
え
っ
て
逆
に
経
営
の
支
配
関
係
は
一
層
安
定
化
さ
れ
さ
え

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
「
自
偉
的
作
業
集
団
」
の
理
論
的
基
礎
と
そ
の
具
体
的

実
践
と
の
間
に
見
出
さ
れ
る
こ
う
し
た
「
く
い
ち
が
い
」
こ
そ
は
、

フ
リ
ー
ド
マ
ン
ど
シ
ュ
マ
ー
ル
に
よ
れ
ぱ
、
「
経
営
の
利
害
に
よ

る
労
働
の
人
間
化
の
諸
命
題
の
歪
曲
」
（
2
①
く
①
竃
O
冒
冒
O
貝
く
O
■

＞
畠
津
N
實
ま
H
｝
…
自
昌
ま
－
Φ
昌
目
o
p
ま
H
＞
H
一
U
①
岸
｛
冒
o
ブ
ま
①
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（33）　自偉的作業集団の作用

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

冒
ざ
冨
窪
彗
ま
H
田
①
巨
①
げ
①
）
の
事
実
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
く
o
p
－
．
弓
　
向
ユ
o
o
昌
印
目
■
自
目
ρ
　
内
・
ω
o
－
冒
賞
巨
一
P
　
葭
・
O
J

　
　
ω
ω
．
－
ひ
ω
1
－
ひ
o
．

　
（
2
）
　
く
笹
‘
勺
一
弓
ユ
o
o
昌
胃
■
箏
自
目
｛
内
・
ω
o
プ
昌
曽
巨
一
P
凹
・
O
二
ω
ω
・

　
　
H
α
ひ
1
－
ひ
N
一

　
（
3
）
　
く
o
〇
一
一
勺
－
句
ユ
o
o
∋
串
目
■
自
■
o
H
（
・
ω
o
チ
目
巴
－
－
一
宇
P
O
・
一
ω
ω
・

　
　
－
N
－
1
H
“
N
一

　
（
4
）
　
＜
o
q
－
1
勺
一
弓
ユ
o
β
旨
ρ
目
目
自
自
o
H
（
・
ω
o
プ
旨
嘗
巨
一
顯
・
固
・
O
・
ω
j

　
　
－
“
ド

　
（
5
）
　
く
o
竈
－
．
　
勺
．
司
ユ
o
匝
冒
串
旨
目
自
目
o
内
．
ω
o
巨
冒
葦
r
寧
．
雪
・
O
二
ω
ω
・

　
　
H
刈
ω
－
H
、
㎞
一

　
（
6
）
　
く
o
q
－
．
勺
一
『
ユ
而
｛
冒
量
≡
－
自
自
ρ
宍
1
ω
o
チ
旨
顯
巨
一
曽
・
P
O
二
ω
ω
・

　
　
H
N
ひ
－
－
、
N
．

　
（
7
）
　
く
o
q
－
－
、
．
句
ユ
o
o
昌
印
目
目
自
目
ρ
宍
－
m
一
〇
｝
昌
曽
巨
一
苧
串
・
O
二
ω
ω
・

　
　
一
ひ
ー
－
o
自
．
ω
ω
－
ω
－
1
壮
o
．

　
（
8
）
　
＜
o
目
－
一
市
一
司
ユ
o
o
目
顯
目
冒
自
目
o
　
穴
・
o
o
o
ブ
∋
監
一
　
葭
・
顯
・
O
二

　
　
ω
ω
．
一
〇
〇
－
1
－
o
0
N
．

五
　
結

　
「
自
律
的
作
業
集
団
」
の
基
本
的
性
格
に
関
し
て
、
フ
リ
ー
ド

マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
の
所
論
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
導
き
出
し
う
る
の

は
、
西
ド
イ
ツ
企
業
に
お
い
て
現
実
に
展
開
さ
れ
て
い
る
「
自
律

的
作
業
集
団
」
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
そ
れ
は
、
一
方
に
お
い
て
販

売
市
場
の
要
請
に
応
え
て
生
産
の
弾
カ
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、

他
方
に
お
い
て
機
械
化
な
い
し
自
動
化
の
間
隙
を
作
業
組
織
的
含

理
化
に
よ
っ
て
う
ず
め
よ
う
と
す
る
企
業
努
カ
と
し
て
、
し
か
も

相
当
の
成
果
を
あ
げ
て
い
る
企
業
努
カ
と
し
て
把
握
さ
れ
ね
ぱ
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
自
律
的
作
業

集
団
」
を
企
業
内
に
発
現
を
み
て
い
る
「
非
人
間
的
労
働
惰
況
の

克
服
」
と
の
か
か
わ
り
合
い
に
お
い
て
考
察
す
る
場
合
に
、
彼
ら

の
所
論
か
ら
わ
れ
わ
れ
が
知
り
う
る
の
は
、
「
自
偉
的
作
業
集
団
」

は
「
労
働
の
人
間
化
」
の
中
心
的
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
、
ω
「
作
業
負
担
の
増
大
」

②
「
労
働
者
の
社
会
的
孤
立
化
」
、
㈹
「
自
由
な
行
動
範
囲
の
滅

少
」
、
お
よ
び
ω
「
無
資
格
化
」
の
傾
向
を
克
服
す
る
上
で
必
ず

し
も
注
目
に
値
す
る
貢
献
を
な
し
て
は
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
が
看
過
で
き
な
い
の
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ

ュ
マ
ー
ル
が
、
「
自
偉
的
作
業
集
団
」
が
労
働
者
の
自
偉
性
を
高

め
る
方
向
で
の
作
用
で
は
な
く
て
、
か
え
っ
て
特
定
の
企
業
に
対

す
る
労
働
者
の
依
存
の
度
合
い
を
強
め
る
作
用
を
も
っ
て
い
る
こ

と
の
う
ち
に
、
労
働
者
に
と
っ
て
の
最
大
の
危
険
を
察
知
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し
た
事
実
認
識
か
ら
、
労
働
者
の
非
人
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間
的
労
働
情
況
の
改
善
と
い
う
意
味
で
の
「
労
働
の
人
間
化
」
の

余
地
が
資
本
主
義
経
営
に
は
全
く
存
在
し
て
い
な
い
と
フ
リ
ー
ド

マ
ン
と
シ
ュ
マ
ー
ル
が
解
し
て
い
る
わ
け
で
は
け
っ
し
て
な
い
。

す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
に
お
い
て
作
業
集

団
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
「
自
偉
性
」
の
内
容
い
か
ん
に
よ
っ
て

は
、
た
と
え
隈
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
「
労
働
の
人

間
化
」
の
余
地
が
資
本
主
義
経
営
に
お
い
て
も
い
ま
だ
存
在
し
て

い
る
と
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
こ
と
の
う
ち
に
、
労
働
組
含

お
よ
ぴ
経
営
協
議
会
を
中
心
と
す
る
、
労
働
者
側
の
主
導
に
よ
る

「
労
働
の
人
間
化
」
の
運
動
の
展
開
の
余
地
を
彼
ら
は
見
出
し
て

＾
1
〕

い
る
。

　
な
お
、
こ
う
し
た
余
地
の
存
在
は
、
フ
リ
ー
ド
マ
ン
と
シ
ュ
マ

ー
ル
に
よ
れ
ぱ
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
が
企
業
に
と
っ
て
は
好

ま
し
い
作
用
を
も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
そ
の

普
及
が
微
々
た
る
事
実
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
一
部
は
説
明
可
能
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
、
「
自
律
的
作
業
集
団
」
が
企
業
に
と

っ
て
「
両
刃
の
剣
」
（
①
巨
N
考
9
ω
9
冒
巨
揖
窪
ω
O
ブ
姜
津
）
の
作

用
を
も
つ
こ
と
に
対
す
る
経
営
者
の
危
倶
が
そ
の
採
用
を
麟
踏
さ

せ
て
い
る
と
解
し
、
こ
う
し
た
危
倶
の
存
在
の
う
ち
に
、
「
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

の
人
間
化
」
の
余
地
を
看
取
し
て
い
る
。
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